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～海外安全情報（広域情報）～ 

 

【在デトロイト総領事館】記念日や各種イベント等を狙ったテロに対する注意喚起 

 

【ポイント】 

11 月末から，クリスマスや年末年始に向けて行われるイベント，野外マーケットな

どの不特定多数の人が集まる場所はテロ等の標的となることが懸念されるため，不測の

事態に巻き込まれることのないよう注意してください。 

 

☆詳細については，下記の内容をよくお読みください。 

 

【本文】 

１ 欧米では，11月末から，クリスマスや年末年始に向けて，各地でイベント，野外

マーケット等が行われ，多数の人が集まることが予想されます。米国務省においては，

11 月 21 日付で欧州全域に対し，テロの危険が高まっているとして，同期間中のイベ

ントや野外マーケットでは十分注意するよう注意喚起を発出しています。 

 

２ フロリダ州オーランド市のナイトクラブにおける銃撃テロ事件（６月），フランス

南部ニース市におけるフランス革命記念日の花火見物の群衆を狙ったテロ事件（７

月），ドイツ南部アンスバッハにおける野外音楽祭を狙った爆弾テロ事件（７月）な

ど，近年，欧米において不特定多数が集まる場所を狙ったテロ事件が多数発生してい

ます。また，イスラム過激派もそのプロパガンダにおいて，祝祭，パレード，政治集

会といったイベントを例示し，不特定多数が集まる場所を狙ってテロを実行するよう

呼びかけています。 

このように，欧米各国においては，記念日・祝祭日等の行事をはじめとして，大規

模な文化・観光イベント，試合やコンサートを開催している競技場など，不特定多数

の人が集まるイベントはテロ等の標的となることが懸念されるため，不測の事態に巻

き込まれることのないよう注意する必要があります。 

 

３ つきましては，欧州・米国に渡航・滞在される方は，具体的に以下の対策をとるよ

うにお願いします。 

● 外務省が発出する海外安全情報及び報道等により，治安情勢等，渡航・滞在先に

ついて最新の関連情報の入手に努め，改めて危機管理意識を持つ。 

● 特にテロの標的となりやすい場所（イベント，野外マーケット等に加え，ホテル，

観光施設，デパートや市場等不特定多数が集まる場所，公共交通機関等）を訪れる

際には，周囲の状況に注意を払い，不審な人物や状況を察知したら速やかにその場

を離れる等，安全確保に十分注意を払う。 

 



４ 海外渡航の際には万一に備え，家族や友人，職場等に日程や渡航先での連絡先を伝

えておくようにしてください。 

● ３か月以上滞在する方は，大使館又は総領事館が緊急時の連絡先を確認できるよ

う，必ず在留届を提出してください。（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet ） 

● ３か月未満の旅行や出張などの際には，渡航先の最新安全情報や，緊急時の大使

館又は総領事館からの連絡を受け取ることができるよう，外務省海外旅行登録「た

びレジ」に登録してください。（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ ） 

 

（問い合わせ窓口） 

○ 外務省領事サービスセンター 

  住所：東京都千代田区霞が関 2-2-1 

  電話：（代表）03-3580-3311（内線）2902，2903 

  海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

             http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp(携帯版)  

○ 在デトロイト日本国総領事館 

住所：400 Renaissance Center, Ste. 1600,Detroit, MI 48243-1604 

電話：代表(313) 567-0120（内線）208 

 


